
表 3702　PD Kt/V　治療方法（新分類）別 （腹膜透析単独患者）

治療方法
（新分類）

0.1未満 0.1～ 0.4～ 0.8～ 1.2～ 1.7～ 2.0～ 2.4～ 合計 記載なし 総計 平均 標準偏差

腹膜透析
（CAPD）

6 104 118 235 372 161 64 35 1,095 2,983 4,078 1.23 0.60

（％） (0.5) (9.5) (10.8) (21.5) (34.0) (14.7) (5.8) (3.2) (100.0)
腹膜透析

（APD）
2 44 67 183 200 83 41 36 656 1,637 2,293 1.29 0.68

（％） (0.3) (6.7) (10.2) (27.9) (30.5) (12.7) (6.3) (5.5) (100.0)
腹膜透析
（CCPD）

19 16 52 78 31 20 11 227 506 733 1.32 0.63

（％） (8.4) (7.0) (22.9) (34.4) (13.7) (8.8) (4.8) (100.0)
合計 8 167 201 470 650 275 125 82 1,978 5,126 7,104 1.26 0.63
（％） (0.4) (8.4) (10.2) (23.8) (32.9) (13.9) (6.3) (4.1) (100.0)

記載なし
（％）
総計 8 167 201 470 650 275 125 82 1,978 5,126 7,104 1.26 0.63
（％） (0.4) (8.4) (10.2) (23.8) (32.9) (13.9) (6.3) (4.1) (100.0)

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
*腹膜透析（CCPD）は、APDと手動のバック交換の両方を行うもの
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